
所沢旧町めぐりと 

蝋梅香る航空公園まち歩きツアー 
２月１０日に NPO 法人大人の学校主催のツアー

に参加した。所沢っ子の三上博史氏のご案内で、所

沢駅を出発し、ひとつずつ違うマンホールのふたの

模様など見ながらプロペ通りを抜け、根岸交差点を

わたり、坂稲荷神社。  

なだらかな坂を下り、高層マンションが林立する

中にも、明治からの旧家が残っていたりと、新旧の

対比に見とれながら、明治天皇が天覧山視察の往復

路に宿泊されたという、旧家の斉藤家に寄らせてい

ただいた。御当主の斉藤氏が自ら案内して下さり、

行在所跡を明治のまま手入れをしつつ、引き継いで

いる家の調度や飾り物のいわれを説明いただいた。

慶喜や勝海舟、山岡鉄舟の書など貴重なお宝を沢山

見ることができ、｢お宝鑑定団｣ 好きの私はわくわ
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2 月15 日、防災校舎エアコン設置の住民投票が

行われ、投票した有権者 65％が賛成しました。 

投票率は 31.54％。2007 年市長選挙、県知事選

挙投票率を上回っています。 

この住民投票は、未来の子ども達への教育環

境整備問題に留まらず、財政の使い道の優先順

位を市民ひとりひとりに問う参加型民主主義のか

けがえない経験となりました。 

(詳しい分析は３面に掲載→→) 

 

新年度予算で、狭山ヶ丘中、中央中に予定され

ていた「校舎内装木質化」への国庫補助金申請が

国から却下され来年度実施を断念しました。工事

費は２億 4,700 万円でエアコン工事費とほぼ同額

(宮前小学校実績)です。私は９月議会で「第５次総

合計画後期基本計画」中の「木質化」に対して「も

っとやるべき課題が多くある」と反対しました。『壁

に木材を上貼りする事業』が最優先とは到底思え

ないからです。エアコンでは「財政難」と言いながら

なぜ同額の「木質化」が予算化されていたのでしょ

うか？選挙時の「市長公約」のためかと思います

【お問い合わせ・連絡先】 
※常駐していません。留守電・FAX でお願いします。 

●住所  〒359-1141  所沢市小手指町４-17-48 光ビル 1F－B 

●電話・ＦＡＸ  04-2947-6370  

●メール  prinmint@shore.ocn.ne.jp（末吉） 

cnet-toko@net.email.ne.jp（事務所） 

◆ネットの仲間になって一緒に活動しませんか。 

年会費 1,500 円  郵便振替口座  00160-6-179015 

◆この「つうしん」はボランティアの方が配布しています。 

購読ご希望の方は定期的に郵送します。どうぞご連絡下さい。 

 

市民ネットワーク所沢からのお知らせ 

くした。まちなかの実蔵院や薬王寺、新光寺、神明

社のひっそりとしたたたずまい。鎌倉街道。明治時

代にあったという映画館や、歌舞伎座の話。三八の

市がたち、明治、大正時代には所沢飛白の問屋があ

って、賑わっていた当時の様子などを聞くと、今の

町からは想像もできない程だ。  

 午後は、明治の陸軍飛行場から、戦後の米軍基

地を経て、一部返還されて出来た航空公園へと歩い

た。今を盛りと咲き誇り芳香を放つ蝋梅をゆっくり

眺め、彩翔亭で狭山茶をいただいて、明治から平成

までワープしたみたいな一日の終わり。４０年住ん

でいるが今回は初めて訪ねたところばかりであっ

た。            

(代表 大輪 絹子） 

が、本当に財政難なら「木質化」こそ最初から断念

すべきだったのではないでしょうか。 

 

『暑いからエアコン』なのではありません。宮台

真司東大教授は「基地周辺の学校が防音対策す

るのは常識。トンチンカン過ぎる」と述べています。 

また新年度、私が平成 24 年６月議会で提案し

た、市内全街路灯のリース方式による LED 転換が

実現します。１０年リースで年間 9 千万円弱であ

り、毎年電気代が約 1,490 万円削減され、１０年後

に市に無償提供されます。小中学校冷暖房工事も

『リース方式』なら全校で２億円と試算されていま

す。リースを検討すべきです。 

 

所沢市の防音校舎はどうなるのか。 

市長は「４月上旬に判断 

する」と表明しました。住民 

投票は第二幕に入ります。 

  

「逃げ遅れる人々～東日本大震災と障害者」上映会  

１月２６日生活クラブ所沢生活館  １月２７日くらぶルームみなみ風 
 

平成２３年３月１１日。障害者の死亡率は健常者の２倍以上だったと 

いいます。生き延びた避難所、仮設住宅でも障害者には苛酷な生活が待って 

いました。バリアだらけの避難所で暮らせず自宅に戻った方には一切の情報 

も救援物資もありませんでした。映画では、支援するＮＰＯが「あなたが体験したことをそのまま社会

に伝えなさい」と励ましていました。 

見終わった参加者には自治会役員、消防団員の方もおられ「私たちに何ができるか？」と熱い意

見交換がありました。逃げ遅れた人々の「もの言えぬ声」にも耳を澄ませ、深く学び、二度と悲劇を起
こさない取り組みが必要と感じました。 

報 告 

所沢市議会議員 末吉美帆子 



「一般質問」とは？ 

年４回の定例会で、議案とは別に市政全般に

渡って１人１時間の一般質問が設けられてい

ます。末吉美帆子は８年間一回も欠かさず市

政に関する改善検討、また先進的な提案を行

ってきました。 

 
 

平成２７年３月一般質問 

・最後まで自分らしく地域で暮らすために 

～地域医療連携、終末期みとり介護 

・障害者医療的ケア 

・男女共同参画 

・放課後児童整備方針 

・市民税収納率向上  

・フードバンク支援 

「まちを変えるのは私たち市民 私たちのまち私たちの手で」 「まちの未来図をいっしょに描きましょう！」   「まちを変えるのは私たち市民 私たちのまち私たちの手で」 

 

◆環境   
・全街路灯ＬＥＤ化（リース方式）→平成 27 年～ 

・自然エネルギー活用→富岡保育園に地中熱利用 

・竜巻、火山灰、雪害対策→防災基本計画に記述 

・動物愛護→猫のガイドライン作成、 

毎年猫のセミナー開催（苦情に対応） 

地域猫助成事業（３ヵ年）平成 26 年～ 

 

◆教育 
・食育推進計画、図書館基本計画（ガイドライン） 

→策定 

・放課後児童対策→面積基準、保育料（１万円） 

統一化 

・保育コンシェルジュ→市保育課の相談機能充実 

・松原学園老朽化→林から中富に新築移転 

・給食→隣接小学校との親子方式で中学校自校式が 

スタート 

 

◆まちづくり 
・駅前公共スペース→小手指市民ギャラリー２ヶ所、

案内表示幕 

・まちかどベンチ→通信基地横に設置 

・マンション相談→相談会、セミナー充実 

◆福祉 
・福祉避難所→６ヵ所締結 

・障害児支援→総合福祉センターに相談、療育支援

総合窓口 

・成年後見制度→利用費用助成 平成 21 年～ 

市長申し立て件数 

（平成 20 年 ０件→ 平成 26 年 13 件） 

市民後見人養成 平成 27 年～ 

・生活困窮者支援→相談、居宅確保、学習支援（生

活保護世帯） 

・コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ） 

→社会福祉協議会でモデル事業 平成 27 年～ 

 

■宿題＆今後の課題  まだ道なかば・・・ 

・ごみゼロ社会実現、焼却しない社会へ 

（廃油、生ごみ、紙おむつ、古布、古紙） 

・自然エネルギー活用 

（森林、小水力、太陽光） 

・文化財収蔵庫機能整備 

・温水プール、機能回復プール 

・私立第２幼稚園改善（大幅定員割れ） 

・協同労働、ワーカーズ設立支援 
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30～40 代で投票率が伸び､50 代以上で減少 

(特に 70 才以上男性は 56.47%→42.5%と大きく減っています) 

単位％ 

単位％ 

単位％ 


